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　組合員・賛助会員（以下、組合員等）及び関係

企業の皆様、新年明けましておめでとうござい

ます。

　昨年10月の国税庁の報告で平成21年事務年度

における法人税の黒字申告割合は25.5％（前年

度29.1％）と８割近い法人が赤字の異常事態と

なっております。

　また、平成21年12月４日に施行された中小企

業金融円滑化法は平成22年９月30日までに貸付

条件の変更等の状況（金融庁の速報値）は申込件

数111万件で、実行件数は98万件と、本来平成

23年３月末までの法律の期限が１年間延長され

るくらい税理士事務所の関与先である中小企業

の経営環境は依然として厳しい状況となってお

ります。

　そのような中、新潟県税協の組合活動が順調

に推移することができましたことは、役員をは

じめ組合員等のご理解・ご協力の賜物と心から

感謝申し上げます。

　一昨年の６月に新執行部になって、早いもの

で１年６ヶ月経過し、残すところ半年の任期と

なりましたが組合員等の方々に「税協の組合員

等に加入して良かった」と思っていただけるよ

うに執行部一同努力する所存ですのでご支援、

ご協力をお願いします。

◎　事業の推移

１　全税共

　全税共第25回ＶＩＰ・年金全国統一キャン

ペーン（22年９月～11月）の優績者の入賞者数は

151人（前年156人）と若干の減少となりました

が、収納保険料は平成22年４月から10月までの

期間で前年対比104％の増加となっており、特

に営業職員部門が同期間前年対比で107％と著

しく伸展しました。

　提携生命保険会社の支社長・幹部職員及び営

業職員の方々のご協力に感謝申し上げます。

　また、税理士ＶＩＰ代理店挙績キャンペーン

（Ｚ２キャンペーン、22年７月～12月）は、22年

10月末現在の入賞者数は「６人」で、特に今回新

たに制定した月額保険料100万円以上の新規契

約「ときめき賞」が既に１人該当しており、前年

平成21年キャンペーンの「７人」以上の入賞者数

が期待されます。

２　総合事業保障プラン（大同生命）

　第１次（22年４月～７月）及び第２次（22年９

月～11月）キャンペーンを実施した結果、営業

職員及び税理士代理店部門いずれも好調で、関

信越６県の税協内でも上位の推進実績となって

おります。平成22年４月から11月までの事務手

数料収入は前年対比109％と前年同期間（114％）

と同様２年連続の大幅な増収となっております。

３　あんしん財団

　主務官庁の行政処分で平成22年４月１日から

７月17日まで一部業務停止命令を受けたことに

より、組合員等の皆様に多大なご迷惑をおかけ

いたしましてお詫び申し上げます。７月18日の

業務再開以降の加入状況は12月６日現在で年間

目標400人に対して138人と低調に推移しており
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